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 要  旨 
無線通信では周波数資源の不足が問題となっており、さまざまな対策が検討されている。この解
決策の一つとして、アダプティブアレーアンテナを用いた周波数共有手法が考えられている。こ
れは、複数の端末から基地局へのアクセス時に空間的に各端末の信号を分離するシュホウデアリ、
複数ユーザの収容により周波数利用効率を向上させる手法である。各端末の信号を復元するため
に、アレーアンテナのデジタル処理部において適応的に信号処理を行う。本論文では、
RLS(Recursive Least Square)規範に基づく MMSE (Minimum Mean Square Error)法を利用す
ることにより、ユーザ間の信号分離を行う。本研究ではこのような空間分離を行うアクセス手法
を OFDMA(Orthogonal Frequency Division Multiple Access)セルラーシステムに適用する。
OFDMA システムでは各ユーザの信号をスケジューリングすることによって、基地局へのアクセ
ス効率をたかめ、システムスループットを向上させている。このようなセルラーシステムでアダ
プティプアレーアンテナを適用する場合、ユーザの移動に伴うドップラーシフトが大きな課題と
なる。ドップラーシフトによるチャネル変動により、アダプティブアレーによる複数受信信号分
離の直交性が崩れるため、受信信号特性が劣化する。そこで、本研究では適応変調をドップラー
シフトの影響も考慮した形で制御する手法を検討する。ここでは、ドップラーシフトおよび
SNR(Signal to Noise Ratio)に応じて変調方式を選択することで、安定して良好な BER(Bit Error 
Rate)特性を得る。本論文では、さらに、同じドップラーシフトを持つユーザを集め、それらのユ
ーザでサブチャネルを共有し、変調方式を制御する手法を提案する。計算機シミュレーションの
結果、16QAM を変調方式として選択した場合、一定の正規化ドップラーシフトまでは、周波数
共有を行わない既存のセルラーシステムに比べて、良好なスループットが得られることが確認で
きた。一方、一定の正規化ドップラーシフト以上の環境では、誤り率特性の劣化により、システ
ムスループットが周波数共有を行わない場合に比べて低下するものの、変調レベルを下げること
により、周波数共有時の特性も改善し、スループット全体で評価した場合、適応変調で変調レベ
ルを下げたほうが良好な特性を得られることがわかった。そこで、提案手法では、変調方式切り
替えのスレッショルドを決定した上で、同様のドップラーシフトを持つユーザのペアを作った上
で、正規化ドップラー周波数に応じた変調方式を決定する。シミュレーション結果より、提案手
法であるドップラーシフトに基づく適応変調と組み合わせたサブチャネル共有システムがよりよ
いシステムのスループット特性を得ることを確認した。 
 
